
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年10月 14 日（火） 

練馬区立関中学校 保健室 

 血液は骨髄（骨の中）で作られ、「血球」と「血しょう」とから 

成り立っています。血球とは、赤血球・白血球・血小板の細胞で、

それらを浮かべて血管内を循環させるのが血しょうです。 

裏
面
に
続
き
ま
す
。 

１年生の保護者様へ（貧血検査について） 

 本日、お子様に『貧血検査受検票（コピー）』を返却しました。貧血検査（採血）の申し込み

の有無を、お子様とご確認ください。（『貧血検査受検票（コピー）』は家庭で保管してください） 

 なお、貧血検査を取りやめる（申し込みをキャンセルする）場合は、保護者様から、関中学校 

保健室にお電話ください。キャンセルのお電話は、１０月２４日（金）までにお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：心とからだの健康 （健学社）2024.8 より 

 人が立っているとき、体中の血液が重力で足の方にたま

らないのは、自律神経が正常に働き血液を上の方へ押し戻

し、全身に循環させているからです。ところが、自律神経

がうまく働かず、脳の血液量が減少して、脳貧血状態にな

ってしまうことがあります。これを起立性調節障害といい

ます。身長・体重の成長に循環器系の成長が追い付かない

生徒によく見られる症状です。 

起立性調節障害は思春期に多く、朝起

きられなくなるなどの症状があることか

ら、「怠けている」と誤解されることもあ

る病気です。周りの人の理解が大切で

すね。自律神経のバランスが崩れること

が原因で起きるので、焦らず、根気よく

病気と向き合うことが大切です。 


